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高 砂 駅 周 辺 地 区 の 街 づ く り に つ い て

1  概 要

京成本線 (京成高砂駅から江戸川駅付近)に ついては、平成 16年度に東

京都が策定した 「踏切対策基本方針」ヤこおいて、「鉄道立体化の検討対象区

間」の 20区間に位置づけられた。平成 20年 6月 には、この 20区間から新

たに国の事業採択を目指す 「事業候補区間」の 5区間に選定され、東京都で

は、今後、技術的課題や街づくりの進捗などを勘案し、次期の新規着工準備

採択に向けて取り組んでいくことが発表された。

当該区間が、早期に事業化区間として選ばれるためには、地元の熱意とと

もに駅を中心とした交通結節点機能の強化や地域の活性化など、事業効果を

最大限に発揮する総合的な街づくりを推進していくことが必要である。

2 活 動状況

高砂地区開発協議会では、平成 17年度からの活動の成果を 「高砂駅周辺

まちづくり基本構想」として取りまとめ、平成 21年 6月 に協議会から区に

提案された。

また、協議会では、「まちづくり基本構想」の具体化を図るため、各ゾー

ンの将来イメージなどを示した 「まちづくり方針 (案)」を作成し、高砂 2

丁目から5丁 目の約 6千世帯を対象にしたアンケー ト調査を実施しながら、

地域住民の意見を踏まえ取りまとめているところであり、今般、別紙のとお

り集計結果がまとまった。 【資料1】【資料2】

3 今 後の活動予定と報告

今後は、こうした地域全体に関する検討に加えて、さらに具体化を図るた

め、地区ごとの勉強会を開催していく予定である。

また、金町線高架化工事に際し、協議会及び高砂地区連合町会で要望して

いた高砂駅南側のエレベーターについては、本年 3月末から供用開始となり

誰もが便利で安全に駅を利用することが可能となった。



高砂駅同辺孝巧づくユl石針(棄)7ンケート結果のお細らせ
高砂地区開発協議会では、平成 21年 6月 に葛飾区に提案 した 「高砂駅周辺まちづくり基本

構想」のイメージの具体化を進めた 「高砂駅周辺まちづくり方針 (案)」を取 りまとめま した。

協議会は、この基本方針 (案)の 最終まとめにあた り、さらに広 くご意見をいただきたいと

考え、「高砂駅周辺まちづくり基本方針 (案)ア ンケー ト」を、 2月 に実施いた しました。

ご回答 くださいま した皆さま、アンケー ト実施にご尽力いただきま した各町会役員の皆さ

まに、心より御礼申 しあげます。

連続立体交差事業の採択には、事業効果を

高めるための駅周辺の総合的なまちづ くり

が不可欠となっています。協議会では、今後、

まちづくり方針 (案)で お示 ししたゾーンご

との具体的なまちづ くり検討を、皆さまと一

緒に取 り組んでいきたいと考えています。こ

こにまちづくり方針 (案)ア ンケー ト結果概

要をお知らせするとともに、皆さまの更なる

ご理解 とまちづ くりへのご参加 をお願いす

る次第です。

平成 2 高砂地区開発協議会
本 田  幸  一

月

長

範

△
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３「開かずの踏切」解消はみんなの願い !

2 コ

◆アンケー ト調査の枠組み

1 .実 施期間

平成 23年 2月 ～ 3月

調査地域

高砂二丁 目～五T目

配付数

5 ,  6 1 8 世 帯

調査方法

各戸配布、郵送回収

◆回収結果

回収数 :5 2 0件

回収率 :9 8 2 %

◆結果概要

問 1  ど の ゾー ン に お 住 ま い で す か ?

「駅周辺 ゾー ン」が 4 1 , 7 %、次いで 「住

環境保全 ゾー ン」が 2 2 . 7 %、「駅前拠点形

成ゾーン」が 1 4 . 4 %となっています。

3 日

4 B

団地建替え

ゾーン ロ創

出用地ゾー:
4%

(高砂団地),
1 3 . 3 %

水辺環境形

成ゾーン,

0_8%

住環境保全

ゾーン,227%

問1 回答者の住まい

その他,1.5%

商店街, 無回答,1.2% 駅前拠点形

成ゾーン,

144%

駅周辺ゾー

ン.41.7%



◎

①悪前拠点形成 r`―ン
●駅周辺の基盤整備にあわせた、賑わいと魅

力あふれる商業環境の形成

0若 い世代やファミリー層の定住化を促進す

る利便性の高い住宅の確保     ―

①蔦店簡 ～個性がたるメインスト!f―卜の再生～

●個性豊かな活気ある商店街の再生

③懸東▼―ン ～毒うの発展をrf_ドするPrl韓～

●まちの発展に寄与する商業・業務施設の

導入、都市型住宅の供給など複合的な跡

地利用

◎ 防災性や住環境の向上を図るまちづ く

⑤回地軽替えy_ン
●団地建替えによる、安全で安心 して暮 らせ

るまち

●緑豊かで快適なまち

③all出罵地 ′`―ン
●住宅整備 とともに生活基盤 となる商業、医

療 口福祉施設が複合 したまち

●車庫機能の再生 と周辺環境に調和 した一体

的な公園整備の検討

●緑豊かで環境に配慮 したまち

●広域避難場所や水害時の避難場所 としての

機能を確保

②駅同辺
tr―ン

～断わいこ轟利した快適で宅心け手埼～

●駅前地 区や商店街 とも調和 した良好な住

宅地

●密集 した市街地の環境改善により、安全で

安心 して暮 らせる住環境の向上

●狭あい道路の拡幅等による防災性の向上

①住環境保全y_ン
～戸建住宅中心のゆこと】あるき与～

●安心 して住み続けられるまち

●敷地の細分化の防止と公園整備、行き止ま

りの解消などによる、安全 口安心な住環境

の形成 と防災性の向上

●公園整備による住環境の向上

④ホ辺環境形成平―ン
～水辺景観を活alしたき与～

●潤いの水辺空間の景観形成 とアクセスの

改善

●安全で良好な住環境の形成



問 2 賑 わ い と魅 力 を創 出 す る ま ち づ く りに つ い て重 視 す る こ と

(複数 国答 )

「賑わいと魅力あふれ

る商 業 環 境 の 形 成 」 が

5 9 , 0 %、「個性豊かな商店

街の活性化」が 5 5 , 2 %と

なつており、多くの方が駅

周辺や商店街の商業環境

の向上を望んでいます。

賑わいと魅力あバ、れる商業環境
の形成

個性豊かな商店街の活性化

商業B業務・住宅など駅東ゾーン
の複合利用

利便性の高い駅前住宅の確保

その他

問 3  防 災 性 や住 環 境 の 向上 を図 る ま ち づ く りで 重 視 す る こ と

(複 数 回 答 )

「せ ま い道路 や行 き止 ま

りの解消」が 6 6 . 9 %と最

も重視 されています。次い

で 「行政サー ビスや医療 白

福祉機能の充実」、「憩いの

場や避難場所 にな る公 園

の整備」、「緑が豊かで環境

に配慮 したまちの形成」が

望まれています。

問3防 災性や住環境の向上を図るまちづくりについて

問2賑 わいと魅力を創出するまちづくりについて

60.0%

20,0%     40.0%     60.0%     30,0%

せまい道路の拡幅や行き止まりの解消

行政サービスや医療口福祉機能の充実

憩いの場や遥難場所になる公園の整備

緑が豊かで環境に配慮したまちの形成

商業施設への利便性の高い住宅地

敷地の細分化の防止など密集した

市街地の改善

安心して住める住宅の供給

水と親じめるような水辺空間の整備

その他



問 4  ま ち づ く り方 針 (案 )の ゾー ン ごとの イ

「お、さわ しいと思う」と回答された方が 7 4 . 2 %と、多く

内容が、高砂にふさわ しいと考えています。

メー ジに つ い て

の方がまちづくり方針 (案)の

l自 由 回 答 (主なご意見)

■鉄道立体化について (76人 )→  開 かずの踏切の早期解消 !(64人 )立 体化の可能性は?(4人 )1

■まちづ くり方針 (案)に ついて (71人)→  実 現するとよい (24人)課 題が多い (14人)   1

■住環境について (70人 )→  防 災性の高いまちに (15人)緑 と水の豊かなまちに (13人)   1

■開発協議会について (70人 )→  活 動への感謝、励まし (46人)情 報提供や周知徹底を (11人)1

:書 暑!曇 轡七:景 [母 岳号tl毛〉

[肯
含を

三溝

母;番Lそ ]告ン ||1予 よ]子 魯暑骨81

:

問 4

その他,81%

まちづくり方針(案)のゾーンごとのイメージについて

無回答,177%

< 参 考 >

昨年 1 1月 に開催 された

高砂 音楽 祭 で行 つた ア ン

ケー トでは、高砂駅周辺の

まちの印象について、約 8

害」の方が 「開かずの踏切ど

のまちと回答 しています。

開発協 議会 は これ か ら

も、鉄道立体化の早期実現

に向 けた活動 を継続 して

いきます。

高砂駅周辺についてどんな印象がありますか?(複 数回答)

00%      200%     400%     600%     800%     1000%

「開かずの踏切」のまち

電車の乗り換えが便利

道路が狭くて不便・危険

駅前広場がなく不便

高 引 の 孝 ち の 印 象 に つ い て

高砂音楽祭 (平成 22年 1 1月7日)で 実施したアンケー ト結果



繁道主体化の早期実現に向rtて

孝与づくユ1に取ユl組んでい孝す
高砂地区開発協議会では、昨年6月

に葛飾区へ提案した 「まちづくり基本

構想」をもとに、さらに検討の具体化

を進めてきました。そして、このたび、

高砂駅周辺のまちづくりの将来イメ
ージを示した、その検討の取りまとめ

である 「まちづくり方針 (案)」を作

成しました。

渋滞する高砂 1号踏切

まちづくり委員会での検討の様子

昨年7月には、者膨いと成田空港を36分で結ぶ成日スカイアクセス

が開業し、それに先立って、高砂駅付近では金町線の高架化工事が

行われました。しかし、この工事は、踏切の遮断時間を悪化させな

いための対策に過ぎず、依然として 「開かずの踏切」は解消されて

いません。現在でも、朝のピーク時間帯には1時間あたり50分以上

も閉まつたままです。こうした問題の抜本的な解決には、やはり鉄

道立体化が不可欠であります。

高砂地区開発協議会では、開かずの踏切解消に向けて、京成高砂駅から江戸川駅間の鉄道立ThTヒ

の推進と、鉄道立体化の事業効果を高めるための総合的なまちづくりについて取り組みを行つてい

ます。協議会では、平成17年度からのまちづくりの検討をとりまとめた 「高砂駅周辺まちづくり基

本構想」を平成21年 6月に  区 へ提案し、さらにそのイメージの具体化を進めた結果、この度、

その成果を 「高砂駅周辺まちづくり方針 (案)」としてとりまとめました。こうした取り組みについ

て、地域の皆さまの  見 をお伺いするとともに、
“
未来の住みよいまち高砂

"の
イメージを共有で

きるよう努め、一日も早い京成本線の鉄道立体化を目指した取り組みを続けてまいりますので、今

後とも一層のご理解、ご協力をお願いいたします。

高砂地区開発協議会会長  本 田 幸 一

1



高砂駅周辺は、まちを南北に分断する鉄道線路と、ピーク時間帯には1時間あたり 50分以上も

閉まる 「開かずの踏切」によって、長い間、交通渋滞や生活道路への通過交通流入などに悩まされ

てきました。一方、開かずの踏切の解決策となる鉄道立体化の検討開始、都営団地の建て替え、成

田スカイアクセスの開通など、地域を取りまく状況は大きく変化しています。

◆鉄道立体化による南北の断解消と駅機能の更新

◆駅前広場の整備

◆交通を円滑に処理できる道路の整備

◆安1出して歩ける歩行者空間の整備

騒                    騒

◆にざわしヽと魅力あるヽれる商業環境の形成

◆若しヽ世代やファミリー層の定住化促進

◆高砂団地建誉えを契機としたまちの活性化

◆緑豊かなやすらぎ空間の整備

騒                                              密

◆緊急車両が通行できる道路ネットワークの形成

◆狭しヽ道路や行き止まりの解消

◆災書時に役立ち、魅力的な公園の整備

●平成 16年
口東京都の踏切対策基本方針の中で 「鉄道立体化の検討対象区間」の 20区間に選定

0平 成 20年
口東京都において新たに国の事業採択を目指す
コ高砂四丁目地区地区計画策定

●平成21年
・者「営高砂団地建替工事着エ

●平成22年 7月
日京成金町線高架化工事完成
口成田新高速鉄道 「成田スカイアクセス」開業

「事業候補区間」の 5区 間に選定

↑新型スカイライナー

←建替え工事が進む都営高

砂団地



鉄道立体化の事業採択を得るためには、地元住民の熱意と

ともに、立体化にあわせたよりよいまちづくりが求められて

います。高砂地区開発協議会では平成 17年度からまちづく

り勉強会 日まちづくり委員会を組織して、高砂にふさわしい

まちづくりについて検討してきました。

まちづくり基本方針の取りまとめ

0ま ちの現況と位置づけの把握

● 交通量調査

● まちづくリアンケート調査

0ま ちづくり基本構想の基本的な考え方の

取りまとめ

まちづくり  構 想の基本的な考え方

1

上部を公園として整備している

小日急喜多見車庫

鉄道立体化にあわせてまちづ

を行つている曳舟駅周辺地区

専門家から模
型を使つた説

明を聞き、車

庫のあるまち
づくりを検討

● 高砂のまちづくりの検討

7ン ケー  果 のきこめ

O鉄 道立体化やまちづくりは住民の共通の

関心事
○鉄道立体化による交通渋滞の解消は住民
の  !

鉄道立体化を契機とした総合的なまち
づくりが必要
〇まちづくり  構 想の柱 「鉄道」「道路」
「まちづくり」は重要な視点
O高 砂全体のまちづくりには 「  と の共
生」も重要

0ま ちづくリアンケート調査まちづくり報告会

協議会役員による活動報告

〔間〕鉄道の主体化に期待すること(複数回答)

交通渋滞の解消

総合的なまちづくりの推進

踏切亭散の危険解消

駅機能の充実

高架下の有効活用

南北の分断の解消

特にない

その他



1

● 高砂駅周辺まちづくり基本構想を区へ提案

平成20年度に実施したまちづくり報告会やまちづ<リ アンケート調査から、

地域の皆さんのご意見などもふまえて 「高   辺 まちづくり基本構想」を作

成し、平成21年 6月、魅力と活力あ心、れる生活拠点
“
高砂
"の
実現に向けて、

住民とそ の 協働によるまちづくりを進めていけるよう、この基本構想を葛飾

区長に提案しました。

<高 砂駅周辺まちづくり基本構想>

青木区長に基本構想を手渡す開

発協議会役員

都市基盤整備

鉄  道

・連続立体交差事業の早期事業化を実現し、踏切解消と駅機能の充実を図ります。
・連続立体交差事業の実現とともに、周辺環境に配慮した車庫機能の再生を検討します。

都市基盤整備

道  路

連立事業に合わせ、鉄道とバスやタクシー等との交通結節点機能を強化するため、駅前広場や広場

と繋がるアクセス道路を整備します。

連立事業に合わせ、都市計画道路などの道路ネットワークの充実を図ります。

連立事業に合わせ、鉄道に並行した損」道を整備します。

都市計画道路の整備に伴つて通過交通が排除できることから、地区内生活道路|よ歩行者や自転車に

もやさしい道路とするため、歩道の改善 ・拡幅を検討します。

市街地整備

ま ちづ く り

まちの顔となる駅前エリアやアクセス道路の沿道では、賑わいと魅力あも、れる商業環境の形成を図

ります。

高砂団地の建替え計画を推進するとともに、倉」出用地につしヽては将来のまちづ<り に資する活用を

目指します。

杵日街路の拡幅整備や公園の整備などによって、密集市街地の環境改善及び防災性の向上を図ります。

周辺環境と調禾□する施設整備により、緑豊かな良好な住環境の形成を図り、防災施設の更新により

防災拠点機能の強化を図ります。

水辺を活かした景観形成を検討します。

-4-





》

■北回の駅前広場
～歩行者中rいの出会いの広場～

●北口地区の 「玄関」

●待ち合わせに便利な広場

●四季を感じられる広場

‐晶|

■南回の駅前広場
～乗し,換え便利む交通広場～

●バスやタクシー乗り場のある、駅とまちをつな

ぐ広場

●誰もが安全で利用しやすい広場

●イベントにも活用できる広場

●潤いのある緑の空間

●高砂らしいモニュメントのある広場

●防災機能も備えた広場

■アクセス道路
～宅全む歩道のある、交通がスと―ス●道幡～

●バスや自動車が駅前広場にスムーズに出入 り

できる車道

●歩行者と自転車が安心して通行できる歩道

●植栽のある緑豊かな道路

②駅同辺y_ン
～脈わいこ調刷した快適で宅心むき与～

●駅前地区や商店街とも調和した良好な住宅地

●密集した市街地の環境改善により、安全で安

心して暮らせる住環境の向上

●狭あい道路の拡幅等による防災性の向上

③住環境保全y_ン
～戸建住宅中心のゆとし1ある孝与～

●安心して住み続けられるまち

●敷地の細分化の防止と公園整備、行き止まり

の解消などによる、安全 口安心な住環境の形

成と防災性の向上

●公園整備による住環境の向上

④ホ辺環境形成メ`ーン
～水迎景観を活かしたきう～

●潤いの水辺空間の景観形成とアクセスの改善

●安全で良好な住環境の形成

6



簸亀

①課前拠点形成材―ン
●駅周辺の基盤整備にあわせた、賑わいと魅力あふれ

る商業環境の形成

0若 い世代やファミリー層の定住化を促進する利便

性の高い住宅の確保

<北 回周辺>

～高無脈も太衆脈も集う、活気ある孝与～

<蘭 口周辺 >

～商業機能と公共機能が充実した、

躍動感あるきう～

①商店街 ～個性が光るメインスNr―卜の再生～

③駅東メ`ーン ～孝うの発展をlr―膨る開発～

●まちの発展に寄与する

商業 日業務施設の導入、

都市型住宅の供給など

複合的な跡地利用

⑤団地建替えゾーン

襲

/

駅前広

⑥創出用地ゾーン

難
韓

⑤回地健替え材―ン
●団地建替えによる、安全で安心して暮らせる

まち

●緑豊かで快適なまち

⑥倉J出用地メ`ーン
●住宅整備とともに生活基盤となる商業、医

療 ・福祉施設が複合したまち

●車庫機能の再生と周辺環境に調和した一体

的な公園整備の検討

●緑豊かで環境に配慮したまち

●広域避難場所や水害時の避難場所としての

機能を確保
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地区全体では

●主要な道路には歩道を確保
●緊急車両が進入できる道路網の形成

●災書時の避難路の確保

●狭あしヽ道路は幅員4rn以上の早期確保
●通学路は子どもたちが安全に歩ける道路に

8



ユl

公園

利用しやすい魅力ある公園
地

公園 (新規)

防災性と住環境向上のために新設

社寺

緑とオープンスペースの保全

緑道や街  の ある道路

緑豊かな潤いある道路景観の形成 緑化推進と水と緑の空間整備

緑のネットワーク(検討)

● ● ● 道 路や沿道の緑化などにより、緑をつな
ぐネットワークを検討

商店街

・・・●・ フ ラワーポットなどを活用 した魅力向
上

新たな線の確保
開発にあわせて、新たな緑の確保を検討

●
．

ロ

ロ
　
　
　
　
■

●
・

，
◆

中川 ・新中川 口怪無池

水辺の空間の活用、水と緑を楽しむこと
のできる整備

水と緑のまちづくりの目標 ～ ～

地区全体では

0ま ち全体でできるところから緑化を推進
●今ある緑の保全 ・育成とネットワークイし
●緑と花の演出によるまちの魅力向上

0新 たな開発などにあわせた緑やオープンスペー

●利用しやすく魅力ある公園 ・広場の整備
●河川や池など水辺空間の活用
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今後憾 与づく'1の検討体制

高砂駅周辺まちづ<リ カ針 (案)は 「高砂

のまちがこうなつたらしヽしヽな」としヽうまちの

将来イメージを取りまとめたものです。

この
“
夢
"を
実現するためには、さらに地

区にお住ましヽの力や土地や建物の権利者のカ

の参加も得て、現実的な検討を進めていくこ

とが必要です。

そこで、高砂地区開発協議会では、鉄道立

体化の早期実現に向けた活動にあわせて、ま

ちづくりについては、地i或全体に関する検討

に加えて、地区ごとの勉強会開催に向けた議

論を今後行つてしヽきたしヽと考えてしヽます。

今まで以上に地域住民の力を合わせて、よ

り良しヽまちづ<り の実現に向けて進んでしヽき

ましょう。

まちづくり委員会

:地 区別勉強会

:(住 民、土地 E建物の権利者

:・地区ごとのまちづくりの詳

●●地区勉強会

0● 地区勉強会

0● 地区勉強会

1 孝 うづくユ】事縄の視察

1  高 砂地区開発協議会は、これまで数多<の

1 先 駆事例の視察を行つてきました。

1  地 区ごとの勉強会におしヽても、まちの問題

, 点 や課題をも、まえた事例視察を行しヽ、高砂に

, S、さわししヽまちの姿を検討します。

まちの現状や課題、まちづ<り 基本構想な

どを踏まえ、専門家を招しヽて、各地区にも、さ

わししヽまちの実現に適したまちづ<り 手法に

つしヽて学習し、理解を深めます。

参加者全員の意見を反映するため、ワークシ

ョップカ式を取り入れた検討を行しヽます。

勉強会に参加できない方泉のご意見をしヽた

だくアンケート調査、勉強会での情報を提供す

るニュースの発行を行しヽます。 全員が意見を出し合う
ワークショップ



まちづくり委員会は、まちづくり方針
(実)、駅や踏切の安全性の検討など、高
砂全体のまちの環境改善について取り組
んでいます。昨年 9月に開催した委員会で
は、京成電鉄株式会社から金町線高架化に

伴う新たな階段とエレベーター設置等に
ついて報告を受けました。また、高砂音楽
祭への参カロし、高砂のまちづ<り の普及に

努めました。

今後は、まちづくりの具体化に向けた勉

強会の検討やまちづ<りの普及 ・啓発活動
の実施など、まちづくりの機運を高める活

動を行つていきます。

開発協議会では、年に数回の先駆
事例の視察を行い、高砂のまちに′S、
さわしいまちづくりの方法や進め方
などを勉強しています。
昨年 11月 24日 には、」R中央
線武蔵小金井駅 ・西武新宿線花小金
井駅周辺のまちづくりを視察しまし
た。今後は駅前商業地の事例の他、
身近な商店街や住宅地のまちづくり
事例も視察して、知識を深めていき
ます。

畿

餞

餞

鶴
　
鶴

鶴
餞

書 成 田新高速鉄道 「成田スカ 告

告イアクセス」の開通に先立っ:
宮て、2月 25日 、京成電鉄宗 i

,吾 車両基地を視察しました。 言

」R中央線武蔵小金井駅

周辺のまちづくりの視察

- 1 1 -
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餞 鶴 鶴 鶴
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「開かずの踏切」について、どう思い

ますか?         ヤ

今のま

までよ

い

37%
一日も

塙ユく角牟

)肖して

ほしい

936%

その他
無回答

ンンゴ
高砂地区開発協議会は、昨年 11月 7月 (日)に高砂

北公園を会場に開催された 「高砂音楽祭」に参カロし、

高砂のまちづくりの普及 ・啓発活動として、まちづく

リアンケート調査を行いました。

298人 の方からご回答いただき、高砂のまちづく

りには 「開かずの踏切」の早期解消が最重要課題であ

ることを、あらためて確認することができました。

開発協議会は、これからも、たくさんの皆さんから

ご意見をいただきながら、魅力と活気にあ/S、れる住み

よいまちの実現に向けて取り組んでいきます。

金町線高架化工事の完成を踏まえて、新た

に設けられる出入□ (イトーヨーカ堂イ員」)に、

もうすぐエレベーターが設置されます。

開発協議会は、エレベーターから改札まで

の区間への屋根の設置や階段の安全対策、本

線と金町線との乗り換え客への適切な誘導

などについて、京成電鉄株式会社と意見交換

を行っています。

誰もが安全に、快適に利用できる駅周辺の

環境整備について、開発協議会は今後も要望

していきます。

新設された金町線の改札日

エレベーターの設置が

予定されている場所
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